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1. は じ め に

工場廃液,河川水および地下水などの流れの測定に用

いる追跡子 (トレーサ)の条件のひとつとして,検出感

度が高 くかつ被測定流系内で沈殿や吸着などによる損失

が少ないことがあげられる.その検出の手法として,放

射性同位体法1),安定元素を原子炉で放射化する方法2)･3)

(アクチバブル トレーサ法)およびけい光染料法4)などが

ある.

放射性同位体法は野外での調査が困難な情勢となって

おり,またアクチバブル トレーサ法は試料の採取から結

果の解析に時間を要することや,採取試料数が多くなり

放射化分析に関わる手間や経費がかかることなどの欠点

をもっている.それに対してけい光染料法は, トレーサ

の検出感度が比較的高 く,試料水中の懸濁物質をろ過ま

たは遠心分離処理後水中の トレーサのけい光強度を分光

けい光光度計で測定すれば迅速に分析することができ

る.したがって,流れの測定に感度の高いアクチバブル

トレーサと,迅速に分析することができるけい光染料 ト

レーサをダブル トレーサとして用いることができれば,

解析効果があがるばかりでなく経費の節減にもつながる

と考えられる.

そこで,著者らはけい光染料 トレーサの予備実験とし

て土壌への吸着損失を調べた.けい光染料 トレーサとし

てウラニン(フルオレセインナトリウム :C20Hl｡Na205)

を選んだ.ウラニンは,pH5以上で化学形が陰イオン形

で存在しpH7でけい光強度が最大であることがわかっ

ている5)ので,吸着損失の割合が少ないと考えられたか

らである.本研究では,実際の地下水と土壌を用いてけ

い光染料 トレーサの低濃度領域での土壌への吸着損失を

温度条件を変えて調べ,有意な知見が得られたので報告

する.

*東京大学生産技術研究所 第4部

2.実 験

2.1 地下水と土壌6)

用いた地下水と土壌は秋田県河辺郡雄和町の新エネル

ギー総合開発機構の深層熱水供給システム試験場で深度

約 1000mから採取されたものである.採取した地下水

を数時間内で孔径 0.45pm ミリポアフィルタで減圧ろ

過を行い,pHlとなるようにろ液に硝酸を添加しポリエ

チレン製容器に保存した.実験時には地下水に少量のア

ンモニア水を加えpH7に調整したものを用Oた.また,

土壌試料はコア試料の粒子を破損しない程度に粉砕し,

5-6日風乾後タイラーふるいを用いてふるいを行った.

35-60メッシュの土壌試料 を水でよく洗浄 し乾燥器

(110oC)で4-5時間乾燥した.さらに四分法で縮分を繰

り返し必要な重量を秤って実験に用いた.

2.2 ウラニン溶液

ウラニン50.2mg(和光純薬(樵)製,試薬特級)を秤量

し,50mgの地下水またはイオン交換水で溶解し,1000

ppm(∫-1.00)の濃度に調整した.これを適宜に地下水

またはイオン交換水で希釈 して1.0×(10-6-10~3)g/∫

の濃度にして用いた.

2.3 土壌吸着損失の実験方法

実験はバッチ法とカラム法で行った.

パ ッチ法 :500mg三角フラスコに土壌 5gと一定濃

度のウラニンの地下水溶液70mgを加え,恒温振 とう器

(東京理化器械(樵)製,SS-82D型)中で一定温度に設定

して振とうさせた.時間経過ごとに試料を採取し,遠心

機 (国産(樵)製,H-11形)を用いて,4000rpm回転で

1分間遠心分離を行った.そして,上澄液4mgを分取し

けい光強度を測定した.つづいて,残存液を三角フラス

コにもどし,ひき続き振とうした.なお,試料採取のた

めにおこるウラニン溶液の容量変化による吸着損失率の

補正は,有意な吸着損失が得られなかったので無視した.

吸着損失率 (%)は,(一定時間経過時のウラニン濃度/

初期ウラニン濃度)×100で求めた.
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